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東
京
春
闘
共
闘
会
議
が
主

催
す
る
第
19
回
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
清
瀬
市
、
東
久
留

米
市
で
行
わ
れ
、
支
部
か
ら

両
市
あ
わ
せ
て
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

ジ
タ
ル
改
革
法
へ
の
対
応
状
況

や
最
低
賃
金
の
在
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
両
市
の
担
当
各
課
と

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

ま
た
東
京
土
建
と
し
て
、
公

契
約
法
の
検
討
状
況
、
両
市
の

今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、

自
治
体
職
員
の
労
働
条
件
改

善
、
公
契
約
条
例
の
制
定
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応
を
含

め
た
中
小
企
業
支
援
の
策
定
や

拡
充
な
ど
の
実
施
の
ほ
か
、
デ

1
月
22
日
（
日
）、
池
袋
の

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
東
京
池
袋
に

て
、
支
部
の
新
春
旗
び
ら
き
を

開
催
し
、
組
合
員
、
家
族
、
来

賓
78
人
が
参
加
、
新
年
の
運
動

へ
の
飛
躍
を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
3
年
ぶ
り
に
両
市
長
に
案

内
し
澁
谷
桂
司
清
瀬
市
長
が
参

加
、
富
田
竜
馬
東
久
留
米
市
長

か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま

し
た
。

冒
頭
、
前
川
執
行
委
員
長
よ

り
、
組
合
活
動
に
全
力
で
取
り

組
み
、「
つ
な
が
り
」
を
持
っ

た
運
動
を
構
築
し
、
現
勢
プ
ラ

ス
ワ
ン
を
目
指
そ
う
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。
鏡
開
き
に

書
記
局　

高
倉　

一
歩

つ
な
が
り
を
持
っ
た
運
動
の
ス
タ
ー
ト

つ
な
が
り
を
持
っ
た
運
動
の
ス
タ
ー
ト

新
春
旗
び
ら
き
開
催

新
春
旗
び
ら
き
開
催

ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

行
で
五
十
嵐
副
執
行
委
員

長
が
く
じ
を
引
い
た
お
楽

し
み
抽
選
会
で
は
、
リ
ン

ゴ
や
ミ
カ
ン
、
ゴ
デ
ィ
バ

お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
等

全
員
に
景
品
が
当
た
り
ま

し
た
。

最
後
に
小
田
澤
書
記
長

の
春
一
番
の
運
動
提
起
、

尾
芦
副
委
員
長
と
五
十
嵐

副
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

は
澁
谷
清
瀬
市
長
や
本
部
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
来
賓
、
委
員
長
、
書

記
長
、
後
継
者
対
策
部
長
、
青

年
部
、
シ
ニ
ア
友
の
会
、
Ｐ
Ａ

Ｌ
の
各
会
（
部
）
の
部
長
、
会

長
総
勢
10
人
で
2
つ
の
樽
を
割

り
、
新
年
の
門
出
を
賑
や
か
に

彩
り
ま
し
た
。

お
楽
し
み
の
乾
杯
は
、
4
月

の
支
部
定
期
大
会
で
役
員
定
年

と
な
る
五
十
嵐
副
委
員
長
が
音

頭
を
と
り
ま
し
た
。
歓
談
中
に

は
「
東
京
土
建
の
日
」「
大
感

謝
祭
」
の
動
画
を
上
映
、
大
感

謝
祭
の
動
画
は
組
合
員
が
撮

影
、
編
集
し
て
く
れ
た
も
の
で

す
。
川
村
副
執
行
委
員
長
の
進

東久留米市の担当者と政策について意見交換

上
：
鏡
開
き
の
よ
う
す
　
　
　
　

　
　
左
か
ら
、
宮
澤
村
山
大
和
支
部
執
行
委
員
長
、
谷
口
小
平
東
村
山
支
部
副
委
員
長
、

澁
谷
清
瀬
市
長
、
前
川
委
員
長
、
丸
山
本
部
副
委
員
長

下
：
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
無
事
閉
会

恒
例
の
抽
選
会
。
驚
き
の
結
果
に

会
場
が
ざ
わ
つ
く
場
面
も

一人親方労災更新の
お知らせ

公
共
現
場
の
賃
金
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

と
協
力
の
申
し
出
、
昨

年
両
市
議
会
に
提
出
し

た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
法
改

正
に
伴
う
費
用
へ
の
助

成
制
度
や
国
へ
の
意
見

書
へ
の
賛
同
（
東
久
留

米
市
）
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

賃
金
対
策
担
当
書
記

高
倉　

一
歩

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
郵
送
し
て
い
る
労

働
保
険
年
度
更
新
の
ご
案
内
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
親
方
労
災
に
ご
加
入
の

皆
さ
ん
へ
更
新
日
程
を
ご
案
内

し
ま
す
。
受
付
は
完
全
予
約
制

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

の
ご
予
約
と
申
込
書
の
記

入
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
休
業
時
の
補
償

日
額
に
つ
い
て
実
際
の
収

入
よ
り
低
い
金
額
で
設
定

さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す

が
、
支
部
に
所
属
し
て
い

る
仲
間
の
中
に
は
「
長
期

間
仕
事
が
出
来
ず
、
休
業

補
償
も
低
い
金
額
で
生
活

に
困
っ
た
」
と
い
う
話
も

聞
き
ま
す
。
不
意
の
事
故

に
備
え
適
正
な
金
額
で
の

加
入
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

更
新
漏
れ
の
無
い
よ
う

以
下
に
記
載
の
日
程
で
お

◆
大
会
告
示

執
行
委
員
長　

前
川
達
夫

日
程
：
2
0
2
3
年
4
月
9

日
（
日
）

午
前
10
時
00
分
開
会

会
場
：
成
美
教
育
会
館
グ
リ

ー
ン
ホ
ー
ル

◆
役
員
選
挙
告
示

選
挙
管
理
委
員
長　戸

田
良
一

役
員
定
数

執
行
委
員
長　

1
名

副
委
員
長　

4
名

書
記
長　

1
名

書
記
次
長　

3
名

常
任
執
行
委
員　

12
名

（
専
門
部
11
名・青
年
部
長
1
名
）

執
行
委
員　

17
名
（
分
会
長
8

名
・
分
会
書
記
長
8
名
・
青
年

部
書
記
長
1
名
）

会
計
監
査　

2
名

◆
立
候
補
受
付

期
間
：
3
月
14
日
（
火
）
～

3
月
31
日
（
金
）

場
所
：
支
部
会
館

時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
5

時
、
最
終
日
の
み
午
後
7
時
ま

で※
立
候
補
資
格
に
つ
い
て

第
54
回
支
部
定
期
大
会
の
決

定
に
基
づ
き
、
立
候
補
の
年
齢

基
準
は
大
会
の
日
を
も
っ
て
70

歳
未
満
と
し
ま
す
。

支
部
定
期
大
会
告
示

支
部
定
期
大
会
告
示

自治体キャラバン自治体キャラバン
1月20日に両市で開催1月20日に両市で開催

労災更新日程表
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「
重
税
反
対
全
国
統
一
行

動　

東
村
山
地
区
総
決
起
集

会
」を
開
催
し
ま
す
。
集
会
後
、

東
村
山
税
務
署
へ
の
デ
モ
行
進

と
集
団
申
告
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と
　
き

3
月
10
日
（
金
）
10
時
00
分

開
会

◆
と
こ
ろ

東
村
山
市
立
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル終

了
後
、
税
務
署
へ
デ
モ
行

進
、
集
団
申
告

神
代
植
物
公
園
の
シ
ョ
ク
ダ
イ
オ
オ
コ
ン
ニ
ャ
ク
。

数
年
に
一
回
し
か
咲
か
な
い
珍
し
い
花

今
年
も
確
定
申
告
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
日
を
事
前

申
告
相
談
会

申
告
相
談
会

予
約
受
付
中
で
す

予
約
受
付
中
で
す

売り上げ売り上げ
500万円の500万円の
あなたへ！あなたへ！

集
団
申
告
と

決
起
集
会

今
年
も
実
施

う
。
10
月
1
日
か
ら
発
行
事
業

者
に
な
る
た
め
の
申
請
期
限
は

2
0
2
3
年
9
月
30
日
ま
で

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
直

な
所
、
上
位
企
業
の
希
望
等
に

よ
り
早
め
に
登
録
を
し
よ
う
と

い
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

導
入
反
対
の
運
動
は
引
き
続

き
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
同
時

に
、
申
請
に
つ
い
て
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

支
部
税
金
経
営
対
策
部
へ
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
金
経
営
対
策
部
長

望
月　

慎
一
郎

う
…
。
し
か
し
、
そ
の
関
係
な

い
と
思
っ
て
い
る
方
々
が
一
番

影
響
を
受
け
る
と
い
う
事
を
再

度
確
認
し
て
頂
き
た
い
。

売
上
1
千
万
円
未
満
の
方
々

が
、
こ
の
制
度
に
よ
り
消
費
税

の
申
告
を
し
て
納
税
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
売
上

が
5
0
0
万
円
の
あ
な
た
！

概
算
で
20
万
円
の
消
費
税
を
3

月
に
一
括
払
い
で
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

既
に
、
上
位
企
業
か
ら
こ

の
制
度
の
登
録
状
況
な
ど
を

聞
き
取
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届

い
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ

程
度
理
解
を
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？

正
式
名
称
を
「
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
」
と
い
い
、
そ
の

名
の
通
り
売
り
手
は
適
格
請
求

書
等
を
発
行
し
、
買
い
手
は
仕

入
税
額
控
除
の
為
に
そ
れ
を
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
売

り
手
が
適
格
請
求
書
を
発
行
す

る
為
に
は
、
消
費
税
の
課
税
事

業
者
に
な
り
登
録
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
難
し
い
制
度
、「
消
費

税
の
事
は
私
に
は
関
係
な
い

よ
」
ま
だ
ま
だ
そ
う
思
っ
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ

ま
ず
初
め
に
、
日
頃
よ
り
税

金
経
営
対
策
部
の
運
営
、
活
動

に
ご
協
力
頂
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
10
月
1
日
よ
り

導
入
開
始
予
定
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
ど
の

温
か
い
深

大
寺
そ
ば

で
お
腹
を

満
た
し
、

鬼
太
郎
茶

屋
を
横
目

に
見
て
バ

ス
停
へ
。

今
年
は
寒
仕
込
み
！

今
年
は
寒
仕
込
み
！

手
作
り
味
噌
仕
込
み
体
験
会

手
作
り
味
噌
仕
込
み
体
験
会

は
ス
イ
レ
ン
も
咲
き
、
こ
こ
だ

け
は
「
春
」
で
し
た
。

初
夏
に
は
大
勢
の
見
学
者
で

に
ぎ
わ
う
バ
ラ
園
と
雑
木
林
を

抜
け
る
と
「
深
大
寺
」
で
す
。

一
年
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

温
室
で
は
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ

た
「
臭
い
巨
大
こ
ん
に
ゃ
く
の

花
」
も
し
お
れ
て
い
ま
し
た
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
笠

原
諸
島
の
珍
し
い
植
物
、
色
と

り
ど
り
の
ベ
コ
ニ
ア
、
水
槽
に

ラ
シ
を
見
て
手
作

り
味
噌
仕
込
み
に

参
加
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
場
所
に

来
る
勇
気
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今

日
は
思
い
切
っ
て

申
し
込
ん
で
本
当

に
良
か
っ
た
で

す
。」
と
言
わ
れ

1
月
28
日（
土
）

に
12
人
の
参
加
で

実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
初
心
者
向

け
の
『
手
ぶ
ら
で

体
験
コ
ー
ス
』
を

用
意
し
て
参
加
を

募
集
し
ま
し
た
。

『
手
ぶ
ら
体
験
』

に
は
3
組
5
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
材
料

持
参
で
3
人
が
参

加
、
仕
込
み
経
験

も
あ
る
の
で
作
業

は
ス
ム
ー
ズ
に
進

煮た大豆に塩と麹を入れてこねる作業。みそ作りの経験もあり、
慣れた手つき

旅
の
始
ま
り
は
東
久
留
米

駅
9
時
40
分
、
熟
年
女
性
4

名
集
合
、
皆
さ
ん
シ
ル
バ
ー

パ
ス
利
用
者
で
す
。

先
ず
は
電
車
で
隣
の
ひ
ば

り
ヶ
丘
駅
へ
。南
口
よ
り「
三

鷹
駅
行
」
バ
ス
に
乗
車
、
車

中
は
小
声
で
近
況
な
ど
話
し

な
が
ら
三
鷹
駅
着
→
南
口
へ

移
動
し
、「
調
布
駅
行
」
に

乗
っ
て
神
代
植
物
公
園
へ
。

寒
牡
丹
の
赤
、
白
、
黄
等

の
可
憐
な
花
に
迎
え
ら
れ
、

ら
れ
る
よ
う
に
、『
味
噌
の
輪
』

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

主
婦
の
会
カ
ト
レ
ア
会
長

柳
本
留
美
子

午
後
の
部
参
加
者
の
み
な
さ
ん
で
記
念
撮
影

に
予
約
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
先
着
順
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
お
早
め
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

相
談
会
で
は
確
定
申
告
書
の

作
成
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

『
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）』
な
ど
、
各

種
税
金
に
つ
い
て
の
ご
質
問
も

お
受
け
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
方
は
、
帳
簿
の

事
前
整
理
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
新
規
で
独
立
開
業
さ
れ
た

方
、
帳
簿
の
ま
と
め
方
が
分
か

ら
な
い
方
は
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

み
ま
す
。「
今
年
は
大
豆
が
良

い
ね
」
と
皆
が
言
う
よ
う
に
、

ハ
リ
と
ツ
ヤ
の
あ
る
美
味
し
そ

う
な
大
豆
で
仕
込
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

午
後
は
『
手
ぶ
ら
体
験
』
の

参
加
者
に
指
導
す
る
時
間
で

す
。
す
り
潰
し
た
大
豆
と
塩
切

糀
を
混
ぜ
る
作
業
の
大
変
さ
を

感
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な

に
簡
単
に
お
味
噌
が
仕
込
め
る

な
ん
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」、

「
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
」

と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

初
参
加
の
方
に
「
去
年
も
チ

た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
今

年
は
『
寒
仕
込
み
』
が
で
き
た

の
で
、
き
っ
と
美
味
し
い
味
噌

が
出
来
る
事
で
し
ょ
う
。
来
年

も
ま
た
新
し
い
参
加
者
を
迎
え

バ
ス
ツ
ア
ー
？
で

「
深
大
寺
」
詣
で

「
吉
祥
寺
駅
行
」
へ
乗
車

し
、
車
窓
か
ら
井
の
頭
公
園

が
見
え
た
ら
す
ぐ
「
吉
祥
寺

駅
前
」
で
す
。
次
は
北
口
に

移
動
し
「
花
小
金
井
駅
行
」

バ
ス
に
。
メ
ー
デ
ー
の
帰
り

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
変
わ

り
ゆ
く
街
並
み
を
眺
め
、
他

愛
な
い
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
、
結
構
楽
し
い
旅
に
な
り

ま
し
た
。
花
小
金
井
で
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
。
一
休
み
し
た

後
「
東
久
留
米
駅
行
」
バ
ス

で
各
自
宅
へ
。
こ
の
ツ
ア

ー
？
発
案
者
の
宮
下
喜
代
子

さ
ん
と
次
は
下
町
方
面
へ
の

バ
ス
旅
を
考
え
中
。
興
味
の

あ
る
方
ご
一
緒
に
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

シ
ル
バ
ー
パ
ス
に
感
謝
。

15
時
帰
着
。

三
葉
分
会　
　齋

藤　

い
し
子


